
子供が事故に遭ったとき必要なの
は冷静な判断と適切なすばやい応
急手当てです。的確な応急手当
てがなされたことで一命を取りと
めたり、軽症で済んだりします。
いざというとき慌ててパニックに
なってしまわないよう基礎的な知
識と簡単な応急手当てを覚えてお
きましょう。

子供の応急手当ての本を読み理解しておく。
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03（3568）3711☎

TOKYO子育て情報サービス

妊娠・子育て及び事故防止等に関する情報を24時間、電話（音声
自動応答）とインターネットにより提供しています。

または　東京都福祉保健局ホームページトップ＞子供家庭
＞子育て支援＞TOKYO子育て情報サービス

TOKYO子育て情報サービス�

子供の健康相談室（小児救急相談）

子供の健康・救急に関する相談に看護師や保健師等が応じています。
また、必要に応じて小児科医師が対応します。

相談日時　○月曜日から金曜日（休日・年末年始を除く）
　　　　　　午後６時から翌朝８時まで
　　　　　○土・日・休日・年末年始
　　　　　　午前８時から翌朝８時まで

03（5285）8898☎
8000（携帯電話、プッシュ回線の固定電話。

ただし、ひかり電話、ＩＰ電話からは、つながりません。）

東京消防庁救急相談センター　♯7119

急な病気やケガをした場合に、「救急車を呼んだほうがいいのか？」「今
すぐ病院に行ったほうがいいのか？」等迷った際の相談窓口です。相談
医療チーム（医師、看護師、救急隊経験者等の職員）が対応しています。

☎ 7119（携帯電話、PHS、プッシュ回線）
（ダイヤル回線からは）　2  3   区：03-3212-2323

多摩地区：042-521-2323
相談日時　24時間年中無休

乳幼児突然死症候群（S IDS ) について
SIDSは、何の予兆や既往歴もないまま乳幼児が死に至る原因の
わからない病気で、窒息などの事故とは異なります。SIDS の予
防方法は確立していませんが、以下の3つのポイントを守ること
により、SIDSの発症率が低くなるというデータがあります。

1. 1 歳になるまでは、寝かせる時は
 あおむけに寝かせましょう。

2. できるだけ母乳で育てましょう。

3. たばこをやめましょう。

03（5320）4388☎

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）電話相談

SIDSをはじめ、その他の病気・流産・死産・事故などで赤ちゃんを亡
くされたご家族の精神的な支援のために、専門職（保健師又は助産師）や
ビフレンダー（同じ体験をしたご家族）による電話相談を行っています。

相談日時 金曜日（休日・年末年始を除く）
 午前１０時から午後４時まで



子供のまわりには危険がいっぱい

やすくなります。大人が子供の発達
や行動パターンをよく理解し、的確
に対応すればほとんどの事故は防止
可能です。

事故に結びつく子供の発達や
行動パターンを知っておく。

ベビーベッド、子供用のいす、ベビーサークル


